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パリ２０２４への道 
 

■パリ２０２４追加種目選考 

 パリ２０２４オリンピックでは、東京２０２０と同じ

２８の競技が実施されることが決定しています。

空手は東京２０２０同様に、開催地提案での追加

種目採用を目指して、パリ組織委員会（ＣＯＪＯ）

と鋭意交渉を継続しています。 

 １月上旬には追加種目を目指すスポーツから、

ＣＯＪＯに対するプレゼンテーションが実施されま

した。内容は明らかにされていませんが、他競技

も積極的に働きかけを行なっているようです。 

 ＣＯＪＯからＩＯＣへの追加種目提案は、当初２

０１９年６月までに行なわれると言われていました

が、今月中にも発表される可能性が出てきました。

ここで空手が提案されなければ、パリ２０２４採用

はあり得ません。 

 空手の国際的普及やフランスでの人気を鑑み

ると総合的には「期待大」ではあるものの、簡単

な道のりではない、というのが正直なところです。 

 

■日仏両国からの働きかけ 

 東京では昨年１２月の空手道推進議連の決議

にもとづき、ＷＫＦ/ＪＫＦが、日本国よりフランス

政府関係者およびＣＯＪＯに対し、空手を推薦す

る決議文を渡していただくよう要請しています。 

 フランスでは、１月２５～２７日に開催されたプレ

ミアリーグ・パリ大会に木寺昌人 在フランス特命

全権大使の臨席を賜り、決勝戦をご覧いただい

たうえ、２０１８年プレミアリーグ・グランドウィナー

の表彰式でプレゼンテーターを務めていただきま

した。 

 大会前には、大使館主催のレセプションで形の

演武が披露されたり、大会後には日仏の現役選

手が地元の子どもたちに空手を教える企画をフ

ランス空手連盟が主催するなど、あらゆる側面

から空手を推進する取り組みが行なわれていま

す。 

 プレミアリーグ・パリ大会ではフランスが金メダ

ル２つを始めとする優秀な成績を収めました。地

元選手の活躍という点では、この結果は追加種

目選考において好条件と言えます。 

 ＣＯＪＯから空手が提案された場合、ＩＯＣ理事

会およびプログラム委員会の協議を経て、国際大

会そして東京２０２０オリンピックでの視察を経て、

２０２０年１２月までに最終決定が下されます。 
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グランドウィナー表彰式では、木寺大使にプレゼンターを
務めていただきました。（Photo by Denis Boulanger） 


